
生命倫郎に関する，意識調在（第・ニ［ロI) (f-.lll) 

は
ず
で
あ
る
。

専
門
家
や
竹
識
者
の
立
見
は
沢
山
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、

一
八
七

る
専
門
的
な
立
場
で
の
ご
協
力
を
頂
い
た
こ
と
に
謝
意
を
OJ
べ
た
い
。

ま

人
の
生
死
、

健
康
に
係
わ
る
こ
と
だ
け
に
、

誰
で
も
紅
見
や
感
想
は
あ
る

一
日
調
査
と
詞
様
に
、

法
学
部
の
神
江
伸
介
教
授
に
調
在
・
集
壮
に
関
す

わ
る
間
今
．
白
ら
怠
見
左
持
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
状
況
に
な
っ
て
ぎ
た
。

学
生
と
の
意
見
の
比
較
を
す
る
こ
と
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

昨
年
の
第

道
さ
れ
た
。

好
む
と
好
ま
さ
る
と
に
か
か
わ
ら
す
、
誰
に
で
も
帖
報
が
仏
九
九
一
が
年
）

と
し
て
発
表
し
た
。
今
阿
は
、

社
会
人
の
意
見
を
調
牡
し
、

―□

1
に
は
、
脳
死
臨
調
り
最
終
答
中
が
／
fJ
わ
れ
、

そ
の
内
容
も
叶
し
く
報
牛
古
稀
記
念
山
況
代
社
会
と
民
法
学
の
動
向
（
ド
）
」
所
収
、

釘
斐
閣
、

い
ろ
い
ろ
な
段
附
で
の
技
術
応
川
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。

本
年
い
リ

牡
結
果
は
、

ぶ
息
識
調
査
か
ら
見
た
学
生
の
生
命
倫
即
観
」

（
加
藤
一
郎
先

医
燎
現
場
で
は
日
を
追
っ
て
、
人
の

「廿
．．
 

ニ

L
i

りー

か
ら

「
死
亡
」

に
至
る

学
生
を
対
象
に
行
い
、

そ
の
比
較
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
調

.
i
jビ
ヘ
拓
竺

―
-
)
、
方
｝

こ七，
L

＼

？
,
J

こ
i

j
で
あ
'
9
0

り
111
よ、

l
'
ぬ
叩
し

-
l
l
l
)

／

¥
,
Hー

i

法
学
部
ピ
医
学
部
の

は
じ
め
に

査
は
、
昨
年
一
―
i

月
に
実
施
し
た
も
の
で
、
前
阿

（
一
昨
年

ヽ
ー
i
J
 

生
命
倫
理
に
関
す
る
意
識
調
査

土

（
第
二
回
）

国
民
の
意
見
が
ど
う
な
の
か
は
あ
ま
り
調
介
さ
れ
て
い
な
い
。
今
回
の
調

田

哲

也
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一
人
、
一
．
一

1

ぷ
威
五
人

1
-
•
L
I

焚
一

1

人
、

―
-
＂
じ
亡
加
＿

三
五
歳
四
人
、

：
こ
＜
梵

1

人、

-

J

'

／
 

た
の
で

意
見
分
布
に
は
そ
の
割
合
も
ボ
し
た
。

-
．
八
歳
二
人

1

一
九
歳
八
人
‘
:
1
0歳
．
．
人
、
：
二
歳
五
人

1

・,-:μ

・ニ

Lff

阿
の
調
行
で
は
多
く
の
質
間
項
目
に
つ
い
て
少
数
な
が
ら
無
日
答
者
が
い

歳
．
一
人
、

両
〗
歳
六
人

:^
L

位
：
．
＾
人

．

l
，恥

-

1

し
ハ
歳
四
人
、
•
1

茂
一
人

↑
麻
』

~
i
'じ
ー

L

」

比
で
あ
り
、

小
数
点
以

F
は
第
二
位
を
四
捨
几
人
し
た
も
の
で
あ
る
。
今

布
は
、
社
会
人
が

.

L
歳
．
人
、

『
~
~
J

j
 

4
パ

0
歳

4
~

人
、

:
＾
＾
歳

1

人^、

な
お
、

以
ド
の
表
に
ぷ
し
た
数
伯
は
、
人
数
表
ぶ
し
た
も
の
以
外
は
百
分

人
、
女
四
人
、

牛し

Jllful
．
人

ー
）
、
，
＇
’
ト
・

，
 

か
ら
詞
答
を
得
た
。

な
お
、

年
齢
分
閃
す
る
紅
見
、
⑥
生
命
倫
即
に
閃
す
る
自
由
怠
見
と
か
ら
成
っ
て
い
る
。

1

年
生
を
対
象
と
し
て
了
ン
ケ
ー
ト
蒻
行
を
し
、

ー
じ
一
人

1
J
^
q
ヽ
會
＼

（
リ
．
）

t
ア

ー

f

る
訊
ー
JlJ‘

t
 

-
）
見

J

I
 
•• 

L

t

1

-

'

 

④
人
の

ゴ

1,レ
,
]

ータ」

に
関
す
る
屈
見
、

⑤
臓
器
移
柏
に

つ
い
て
は
、
叶
什
調
介
し
た
悩
以
外
と
い
う
意
味
て
、
調
杜
時
の
法
学
部

わ
る
ば
他
の
認
識
度
、

②
阿
答
者
の
似
府
機
関
で
の
経
験
、

③
人
の

J
I
 

一

「.
l
l
 

1

＾
人
、
女
四
四
人
、

牛
判
．
、

Uj
．． 

人

4
ー
[
J
イ
ー
ー
'
•

、

ー

1

9

,

1

f

こ。

カ
ら

jll
笑
を
れ

t

ま
た
学
生
に

補

lE
は
あ
る
が
、

昨
年
と

M
1
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
①
化
命
倫
坪
に
係

し
て
本
字
巾
務
宜
に
了
ン
ケ
ー
ト
い
協
力
を
川
ぎ

4

八
九
人

J
J
.
L
J
 

（
リ
＂
＞

本
調
在
は
川
年
度
の
調
査
の
続
き
で
あ
る
の
で
、
質
間
項
日
は
じ

rの

今
日
い
調
在
対
象
は
、

社
会
人
と
学
生
で
あ
る
。

社
会
人
屈
の
代
表
と

(

-

）

 

は

じ

め

に

調
査
の
対
象

調

査

結

果

t
ピ
め
い
す
べ
て
い
青
行
い
は

Ap者
に
あ
る
こ
と
を
断
っ
て
お
ぎ
た
い
。

九
人
、

ニ
●
＾
．
~
人
、

歳―

'

-

『

_1

年
齢
卜
詳
＾
人
て
あ
っ
た
い

っ
た
こ
と
を
閃
條
打
に
お
化
ぴ

1
る
と
と
も
に
、
調
介
の
内
容
・
実
施

ゾ

9ft
ょ、

し
r
~
I
~
-
i

し
'

．
＼
茂
.
：
・
人

-

J
，
杯
―
i

／
几
歳
九
九
人

く
）
覧

1,1.し＼、人、

-（＇杯_-．

J

.. 

. . ー ム

歳

集
叶
途
中
の
ト
ラ
プ
ル
の
た
め
竹
業
が
遅
延
し
別
途
発
表
ー
る
こ
と
に
な

人
、
八

．． 

歳
．
人
、

.、
1

こ
茂
．
人
、

ー
／
’

-

L

休

.

J

.

、d

.

.

.

 

年
齢
イ
叶

人
で
あ
っ
た
。

•
-
、

よ

t

法
学
部
・
経
済
予
部

ド
戊
J
L
I
t
:
.
j
)

、
1
ー

／

I

-

．
）

に
掲
載

f
べ
き
て
あ
っ
た
が

五
じ
歳
．
人
、

五
八
歳
．
人
、

五
九
歳
ぃ
ハ
人
、

六

0
歳
：
一
人
、

尺
．
歳

-I-~l 

研
究
報
告
lt
ロ
ー
瀬
戸
内
閻
に
閃
わ
る
罪
扁
的
・
実
叫
的
研
究
（
香
川
大
学
歳
五
人
、

五
：
こ
歳
四
人

几
四
歳
六
人
、

几
五
歳
パ
人

几
六
歳
じ
人

な
お
、

晶
在
糾
渠
は
、

本
来
平
成
．．
 

一
年
笈
教
行
研
究
竹
別
経
費
に
上
る

人
、
四
じ
歳
八
人
、

四
几
歳
じ
人
、

五

0
歳
五
人
、
五
一
歳
八
人
、

.
I
 

ー
~
~
 

び
巾
務
官
各
位
に
も
感
謝
中
し
じ
げ
る
。

四
．
一
歳
九
人
、

り^
ム一茂^

L

人、

-̀．ー・ボ．

l

』

r'’l
.
.
.
 

，
 

J
 一

四
四
歳
五
人
、
四
五
歳
一

1

人、

四
六
歳
八

た
、
調
在
に
こ
協
力
を
川
い
た
＞
成
：
こ
年
度

ヽ
ミ
―

i
'
-4
 

ltt休
疋

J
T
 

担
↓
ー
教
宜
及

七
歳
四
人
、

：
こ
＼
梵

1

・・人、

-

．
．
 

）
'
肱
』
・
一

•
こ
し
覧
：
一
人
、

i
-
j
4称

四

0
歳
八
人
、

Ll
．
笠
し
、
人
、

>

.

，

加

／

＼

＼

 

-
）
）
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生命倫理に関する意識調脊（第二加]) (」•」H)

正
確
に
知
っ
て
い
る
の
は

l

？

ゞ

1
,

レ
＿
「
じ
廿
吐

一
ー
／
イ
）
ン
ク
」
一
ピ
｝
」

i

イ
サ
ー
」

.l‘ i
 

‘,'’ 0111 

る
。
反
対
に
知
ら
れ
て
い
な
い
け
葉
は
、

¥
L
 

-
！
）
 

ィ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
J

ン
セ
ン

l
 

12 

れ
の
分
布
か
ら
み
る
と
、

全
体
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
．

f

●
ば
業
は
、

大
体
知
っ
て
い
る
の
は

ー
凶
守
厳
死
」
，
脳
死
臨
調
L

ー
ド
ナ
ー
し

の順であ 脳 ド ホ ィ 患 棺 ア 代 ピ A ン／
-ノ 者
-1 ィ

外： ス I 0) 
ノ‘

権 厳 理} ド ノゞ I 
• 

臨 ピ I 利
ン ン 葉
-{_:: ~F..c. 1 ブ

調 l 
> 

汀 死 ク 母 D ス lヽ Jレ

＇ ・・-

し改mE

8 1S 8 3 3 15 :w 29 27 ；） るつ確
てに

I い知大 社
67 45 33 6 38 58 67 66 67, :ll るつ

I 
' I 

て体

2:1 i :l8 

I I ; • 
-会

56 86 56 25 2 j I 4 5 S9 な知 ！ 
i し）ら 人 l

2 2 :1 
5 :i 2'1 1 i I ii 1 . 一. j 無lnl . 

i II' 笠'"' 
← -- ___:, 

！ 16 

I し)矢r111: ! 

:19 10 16 9 32 38 32 29 るつ確
てに

しヽ 知大 学
I G6 :32 17 

i: — 28 

i ' ' ' て体

: 

29 ~I .J ') 64 49 19 2 7 2 ''52 ' ! な知ヽ
, ＇ し)'.:> It:_ 

' 
無

（） （） （） （） 1 （） （） 2 /r1] 

I 答
I 

しヽ矢[LIEI ， 10 6 23 34 30 28 7 るつ確
てに

・・--・ 

い知人・ /'—!~ こ

64 68 d'),')J ' 7 心 ＇） 

I 
； て体

! I' ― 

6S I 75 53 22 i 2 

I ' 

6 1 I 4 S6 i ！ 
な矢II
し.¥ら

体

I I 1□ l I 1, 
I 
() I . 4 

狙,.ヽ£ヽ

（） ［口l
答

i ， 
・~ ~ 

表
1 生

命
倫
理
へ
の
関
心
度
を
探
る

F
掛
り
と
し
て
選
ん
だ
二

0
個
の

t
-

．．
 

11
位
ぷ

（
二
）

言
葉
の
認
識
度
(
%
)

言
葉
の
認
識
度
（
質
問
2
・
問

5
か
ら
問
14
ま
で
）

の
認
識
度
は
、
表
ー
の
と
お
り
で
あ
る
。

3
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表
2
1
3
の
と
お
り
で
あ
る
。

授
受
は
ど
う
し
て
い
る
か
、

に
対
す
る
日
笞
は
、

そ
れ
ぞ
れ
表

2

2

、

分
布
状
況
は
、

：
こ
項
日
と
も
社
会
人
と
学
生
に
日
答
の
乃
は
ほ
と
ん
ど

の
と
お
り
で
あ
る
。

薬
の
服
川
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
、

領
収
内
の

ど
の
程
度
訛
明
を
受
け
た
か
と
い
う
質
間
に
対
す
る
日
答
は
、

表
?
|
l

診
察
・
沿
招
を
受
け
た
際
、

防
師
か
ら
j
l
i状
・
注
射
•
投
薬
に
つ
い
て

（三）

の
程
度
意
思
疎
迎
を
し
て
い
る
か
を
知
る
た
め
、

以
ド
い
竹
間
を
し
た
。

領
収
書
の
授
受
（
％
）

見られない。昨年の調査結果と比鹸しても同じ状況である。囚

ヘr-. だf今・ 門
,L、上

体 生 人
I t-

受必
しナず

11 12 11 取請
る求

し
-l. 

オL':ヽK,'i 
オL

t fし

76 71 べと〗な79 u 
11又

I ， る

し）泣，又， ＇ 

なけ，

u 17 i I 10 い取，
i -・, 
I 

： 「；！I こて，I 

I , I | ： ！ 

I I ii : I ， ii I ii 

答 J 

患
者
と
し
て
の
阿
答
者
が
、
日
常
診
察
・
沿
招
に
中
ー
た
る
採
師
と
、
ど

表

2
ー

3

医
療
機
関
で
の
経
験
（
質
問
3

・
問
1
5
か
ら
問

21
ま
で
）

年
生
の
一
い
し

0
名
で
あ
る
）
。

牛
の

．．
 

五

0
名
と
、

香
川
大
掌
法
学
部
UJ
中
ー
時
り
．
年
生

●

1

 

.

.

.

.

.

.

 

‘
 

一
~
~

一

』

I
I
I
-

四

年
の
調
査
対
象
は
、

香
川
杯
科
大
予
の
中
ー
時
の
作

11
、

~... 
几t

... q .. 、:．tt ｛」i/ー！ーII

ヘf・. ，いfら・ 見
.L~ ー

体 什：→ 人

似
帥

I ！ OJ 
16 20 l:l 相／］ヽ

, ! ！ ;; どI) l I ＇ I 

4
 

8
 

_~99,9999‘‘_ 

ー，＇
・
9
9
,
1
|
．．．
 
,
'
,
_
1
 

白

分

の

判

断

で

―

9

-

7ー

一

8
 

,． 

'
,
 

一

s
 

、9

,
'
ー

L

表
2
|
2

薬
の
服
用
習
慣

(
/
0

ほ
か
は
、
昨
年
の
調
査
結
児
と

M
し
で
あ
り
、
興
味
深
い
傾
向
て
あ
る
（
昨

)
＇
 

る
度
合
い
に
よ
る
：
一
は
口
位
ぷ
の
順
庁
は
、

「
‘
、
と
「
外
じ
＂
悶
司

ー

ナ

ー

ー

肌

夕

屈

iYI
が
逆
い

っ
た
の
は
、
国
間
の
閃
心
が
汎
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

知
っ
て
し）

道
機
関
で
度
々
取
り
卜
げ
て
き
た
の
に
、

調
行
し
た
：
年
間
変
化
が
な
か

ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
が

4

番
知
ら
れ
て
い
な
い
の
は
認
外
で
あ
る
が
、
報

分布状況は、社会人、学生ともほぱ同様である。ーインフォーム

A +. 学 ネt:
会

体 牛． 人

を十

11 1 () 12 
受分
け説
た明

！ 

を少
！ 

: 7] 76 71 受し
け説

： ! た明

： 

I 

iな説
か明

Ei 14'16 ...--)大・... I 

~ ~ 

無

日

答

ト
」
「
ホ
ス
ヒ
ス

L
1
A
I
D
ー

1患
者
の
権
利
官
：
パ
の
順
で
あ
る
。

し一

()) 

表
2
|
1

医
師
か
ら
の
説
明
程
度

(
o
o
)

~
 

．

．

 

，
 

乎
{
}

．ヽ．＇

”~ 
9-
』＇ ，

ヽt
 

一
九

0

12 ）
）
 

ヽ :-i24 (香法'92)



生命倫理に関する意識調査（第二．．回）（」・.LL])

A 七 ,cf"・• 社
/4'>-

体生

-_,_, 

人

36 28 4:3 た~病fcメ,c・

， ヘ
'- ¥ 

12() 47 
ーとで

人 人
82 が人

ヽ :_, 人 あ院

るし

17 n Ll た怪

ヘ ~ 

こ我

62 2:1 39 とで

人 人 人
が人

ヽ ヽ あ院

ti るし

な
I 
i 

47 59 36 

し)

I '  

表
3

—

1

次
に
、

人
院
、

F
術
の
経
験
の
打
無
は
、
表
3

]

の
と
お
り
で
、

の
う
ち

F
術
経
験
の
あ
る
者
は
表
3

2

の
ど
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
社

会
人
に
は
、
年
齢
洲
が
広
い
た
め
、
少
数
な
が
ら
病
気
と
怪
我
の
圃
方
で

入
院
し
た
者
が
い
た
が
、
延
件
数
で
集
叶
し
た
。
経
験
者
に
、
人
院
・
手

iナ
た
ヵヽ

ヽ

術
の
必
要
性
・
方
法
・
効
果
・
期
間
な
ど
に
つ
い
て
ど
の
程
度
説
明
を
受

ま
た
、
医
師
・
看
護
婦
・
職
員
等
の
態
度
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
感
じ
た
か
、

を
竹
問
し
た
と
こ
ろ
、

入
院
経
験
（
％
）

よ
う
な
詞
答
を
得
た
。

そ
れ
ぞ
れ
表
3
_
3
、

そノヽ

3

4

0

 

一九

令 ,, -fゾ-ァ 社
会

体 生 人

満

19 21 18 

足

大

62 62 62 体
満
八LこI 

-— l 

少

16 1 :-3 18 し
満
;1J.:. 1 

l:11~ 

｝ I 

表
3
|
4

医
師
等
の
態
度
の
満
足
度
（
％
）

16％であった。

ヘI・ ● 
た~£立-， 見-.,_, 

体 生 人

受 i→
iナク｝

25 24 27 た説
明
を

受大
け体

58 56 60 た説
明
を

＇ 

て説
い明

17 20 13 なを
し立芝

（ナ

： 

表
3

|

3

入
院
・
手
術
時
の
説
明
（
％
）

し
な
い
が
出
ヽ
し
れ
れ
ば
受
け
取
る
者
が
740co

受
け
取
っ
て
い
な
い
者
が

め
る
者
が
9
1
%
、

領
収
内
を
必
ず
晶
求
し
て
受
け
取
る
者
が
1
0
%
、

泊
求

用
に
つ
い
て
灰
帥
の
指
ぷ
通
り
服
川
す
る
者
が
1
9
%
、

自
分
の
判
断
で
決

説
明
を
受
け
た
」
が
7
3
%
、

「
説
明
を
受
け
な
か
っ
た
」
が
1
7
%
、

薬の服

ノi·~・. ~{•4 ・ 社
ノ
;L., 

体 lj.~ 人

38 29 47 あ

i: 似 49 89 
人 人 人

り

_J 

み
に
、
昨
年
の
全
体
の
分
布
状
況
を
数
値
で
ホ
す
と
、
医
師
の
説
明
を
ど

の
程
度
受
け
た
か
に
つ
い
て
、
「
十
分
説
明
を
受
け
た
」
が
1
0
%
、
「
少
し

表
3

|

2

入
院
者
の
手
術
経
験
(
%
)

12 3
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20
％
で
あ
っ
た
。

る
。
昨
年
の
全
体
の
分
化
状
況
は
、
表
の
順
に
、

）
）
ヽ

、
_
`
/
(

l
o
 

ヽ
ー
'
)
ヽ

/／（ 
／
 

)))~ 
ヽ
｀

)

／

）

 （
 

9~ 

／
 

（
｀
 

)

）

）

,

 

、
`
(
/

受
け
止
め

h
と
閲
き
が
あ
る
。

ま
た
、
社
会
人
と
学
生
に
も
芥
が
見
ら
れ

ト
よ
：
ゎ
函
廿
与
と
し
て
い
る
が
、

I
L
廿

】

」

9
1

i,~’,

' 

,

9

 

4
1
1
j
J
L
I
)

卜
ご

0

/

0

ぐ、

l
l
t
J
f
i
A
し
-
も

6
0
/
-

t
さ
）

ヶ
↑
/

L

U

本i_ 

全
,w. 
f-

牛

社
会
人

出
生
時
に
つ
い
て
通
況
・
判
例
は
、

1
1
1
.

、
．．
 

ょ、
•9 

¥
l上

j
、
l
i

仝
部
涵
出
叶
、

~^·‘ 1
i

表
5

|

1

j
 

f
 

16 16 16 

忍

め

る

~.i 

体
外
受
精
の
認
否

68 （％） 

条
件
つ
き
で

認
め
る

9

9

 

＇ 

[I 
6
 

8
 

6
 

14114,1:i 
I 

＇ 

でび）n心

なめ
いる

いミ

き，

り
/
]

,．i
.

,

9

.

9

_

｀
 

ッl ッl 日

答

間
を
し
た
。

①
 
出
牛
の
韮
準
時
の
認
識

6
/
0
 

／
 

ヽ
9

[
｛
（
 

9
％
で
あ
っ
た
。

回
答
鮎
果
は
、

表

4
な
い
し
表

9
い
と
お
り
で
あ
る
。

の
と
お
り
で
あ
る
。

叶
年
り
令
体
の
分
布
状
況
は
、
表
い
舶
に

、’
9

會

i
 

)~ 
（
 

ー

認
否
、

学
校
で
の
性
教
白
の
あ
り
方
に
対
す
る
＇
＂
畠
見
の
バ
点
に
？
い
て
竹
＂
年
四
月
｀
今
四
日
付
四
川
祈
間
）
。
今
阿
の
本
調
行
て
の
賛
否
は
、
表
―

J

l

男
女
産
み
分
け
の
認
否

受
精
卵
凍
結
保
存
の
認
ぷ
1

、
人
じ
奸
娠
巾
絶
UJ

ま
れ
た
，
~
．
じ
人
）
に
い
は
っ
て
い
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
る

•LIs (
i
)
j
 

）
尺
こ
）
：
し
ょ
、

こ
。
［
ハ
i
マ

し

-

(

出

1
の
韮
ポ
t

叶
の
忍
贔

体
外
受
精
い
認
ぷ
1

し
た
，
~
は
全
1

』
：
』
田
也
几
又
ぐ
、-

ー

-i.jj-2-rin 

、

0
四
八
人
（
凍
鮎
受
粕
卵
か
ら

lI

と
め
た
調
査
に
よ
る
と
、

：
九
九

0
年

/
1
間
て
体
外
受
粕
に
上
り
出
↑

で）

1
本
庁
科
婦
人
科
学
会
い

lIL
硝
仇
予
の
存
録
に
閃
す
る
委
員
会
が

t

（
四
）

人
の

「
出
生
」
に
関
す
る
意
見
（
質
問

4
・
問
22
か
ら
問
33
ま

② 

体
外
受
粕
い
認
ぷ
I

は
同
じ
て
あ
る
が
、

数
仙
に
は
名
少
間
き
か
あ
る
。

表

3
の
項
日
に
つ
い
て
は
、

lli年
い
調
在
と
比
較
l
る
と
、

大
体
い
傾
向

わ
れ
る
が

況
明
い
程
度
・
内
容
は
ま
だ
ト
ト
分
の
よ
う
で
あ
る
。

な
お

あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

も
っ
と
具
休
的
に
質
間
し
た
方
が
艮
か
っ
た
と
思

答
に
は
ほ
と
ん
ど
肝
が
な
く
、

、
)
‘

カ
-

説
明
疫
、

満足度とも中程度で

/,_ .,-今
,,f, み・ ヤI

/ー、

体 IL 
.L、-
人

開陣

13 ， lS 始

時痛

吟俎屑
出体

,r) し力、
たし、9

II、'i . 
部

iぷ/:J
出体

ーI しか
たら

/11! 

if咋
9[ I tこ）-Jd -

廿;¥パ，

ぁ

') 

.) 

|
'
,
4
.
J
 

•9,'

,', 

ヅ
]

説
明
の
程
度
、

医
帥
胃
の
態
度
の
満
足
度
と
も
、

社
会
人
と
9
f
1
の
阿

表

4

出
生
の
基
準
時
の
認
識

(
o
o
)
 

一
九

無

阿

答

12 3
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生命倫理に関する意識調脊（第二［ロI) (土田）

、)
'

J
0
 

な
カ

-
t

れ
ば
よ
い
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。
昨
年
と
比
較
す
る
と
意
見
提
示
が
少

い
う
意
見
の
ほ
か
、
未
婚
者
で
も
よ
い
、

ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
判
断
す

え
る
た
め
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た

（
男
子
を
産
む
と
い
う
技
術
は
未
開
発

る
。
昨
年
も
意
見
の
傾
向
は
大
体
同
じ
で
あ
っ
た
。
掲
記
し
た
事
由
以
外

六
人
）

に
、
条
件
の
内
容
を
質
問
し
た
結
果
は
表
6
|
2
の
と
お
り
で
あ

操
作
を
禁
ず
る
、
生
ま
れ
て
く
る

f
の
将
来
・
人
権
を
配
慮
す
べ
き
だ
と

意
見
の
多
い
順
に
並
べ
て
み
る
と
以
ド
の
よ
う
に
な
る

の
順
位
）
゜
①
「
法
律
卜
の
夫
婦
に
限
る
」
（
三
位
）
‘
②
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

へ
の
侵
害
防
止
策
を
講
ず
る
」
（
一
位
）
‘
③
「
受
精
卵
の
凍
結
保
存
や
他

の
研
究
目
的
へ
の
利
川
を
禁
止
す
る
」
（
．． 

伶
）
‘
④
「
夫
婦
以
外
の
第
：
・

者
の
精
子
や
卵
子
と
の
受
精
は
禁
止
す
る
」
（
四
位
）
‘
⑤
「
代
理
母
・
借

り
腹
は
認
め
な
い
」
（
五
位
）
‘
⑥
「
医
学
上
の
出
産
llJ
能
年
齢
ま
で
に
限

る
」
（
六
位
）
と
な
る
が
、
掲
記
し
た
事
由
以
外
で
考
え
て
い
る
こ
と
が
あ

る
者
に
自
由
に
記
述
し
て
貰
っ
た
と
こ
ろ
、
以
ド
の
よ
う
な
意
見
（
社
会

人
三
人
、
学
生
九
人
）
が
あ
っ
た
。
社
会
人
か
ら
は
、
夫
婦
の
意
思
が
最

も
屯
要
で
あ
り
、
安
全
・
確
実
な
技
術
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
い
う
意
見
、
学
生
か
ら
は
、
不
妊
症
の
女
性
に
限
る
、
遺
伝
子

男
女
産
み
分
け
を
認
め
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
意
見
分
布
は
表
6
|
l

の
と
お
り
で
あ
る
。
昨
年
の
全
体
の
分
布
状
況
は
表
の
順
に
、

1
0
%、
32 

%、

58
％
で
、
両
年
と
も
条
件
つ
き
竹
成
意
見
が
最
も
多
か
っ
た
が
、
賛

成
意
見
は
少
な
い
。

条
件
つ
き
で
認
め
る
人

で
あ
る
—
—
布
し
臼
注
）
。

（
社
会
人
三
九
人
、

に
考
え
て
い
る
こ
と
を
記
述
し
て
貰
っ
た
と
こ
ろ
、
社
会
人
か
ら
は
、
家

の
後
継
者
確
保
の
た
め
の
必
要
、
異
常
児
出
生
の
危
険
性
に
つ
い
て
の
十

分
な
研
究
が
必
要
と
い
う
意
見
、
学
生
か
ら
は
、
男

f
の
出
産
希
沼
に
応

一
九
三

学
生
三

③
男
女
産
み
分
け
の
認
否

（
括
弧
内
は
昨
年

る条件の内容は、表5|2のとおりである。指摘された条件を

A iこ 逆r鼻

悶
体 生 人

る人:iL
152 66 86 知｝律

人 人 人 に）: 
l1HO> 

に 年 出 医
44 23 21 限齢1布学

人 人 人 る 111J1-. 
で能の

認借代
75 32 43 め り 理

人 人 人 な腹/:J
し‘は．

禁の究や凍受

LlO 65 65 止利!I他結精

人 人 人 す月］的(})保卵
ブJ を へ 研 存0)

IL心を班lU)U))-、:

125 59 66 す精f粕第婦

人 人 人 るはと(こ以

禁(})や者外

る策佼シプ

1'19 81 68 を'81ラ

人 人 人 ，溝防ヘイ
す,-1LO)ノゞ

-

条
件
つ
き
蛉
成
者
（
社
会
人
一
二
七
人
、
学
生

一
六
人
）

が

指

摘

す

表

5
ー

2

条
件
の
内
容
（
順
複
回
答
を
認
め
る
）
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条
件
の
内
容
（
重
複
回
答
を
認
め
る
）

受
精
卵
凍
結
保
存
の
認
否

受
精
卵
凍
結
保
存
を
認
め
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
意
見
分
布
は
表
7

1
の
と
お
り
で
あ
る
。
昨
年
の
全
体
の
分
布
状
況
は
、
表
の
順
に
、

1
7
%、

3
5
%、
48
％
で
あ
っ
た
。
条
件
つ
き
で
認
め
る
人
（
社
会
人
四
六
人
、
学

で
あ
る
。
掲
記
し
た
事
由
以
外
に
考
え
て
い
る
こ
と
を
記
述
し
て
貰
っ
た

と
こ
ろ
、
社
会
人
（
五
人
）

生
四
二
人
）

か
ら
は
、
夫
婦
間
の
受
精
卵
で
、

か
つ
、
夫

に
、
条
件
の
内
容
を
質
間
し
た
結
果
は
表
7
|
2
の
と
お
り

④ 

士^． 逆子・ 社
＾ 

体生
右

人

37 23 14 
闘

人 人 人
め病

予
防

認親

34 14 20 
めの

人 人 人
る意
t'--・,E±1 e,, 
めを

ルコ男

19 10 ， のン女

人 人 人
た卜の
め口人

l l J 

そ

4 2 2 
人 人 人

の

他

表6|2

全 学 社
会

体 生 人

認

13 13 12 め

る

悶
21 21 21 るつ

き
て‘

認

58 54 62 
め
な
し}

血’‘‘ 

8 12 5 回

笈Fゴ

表6ー1男女産み分けの認否（％）

全 ,'子½ 

蓼
体 生 人

期
間

49 22 27 
を

人 人 人
制
限
す
る

30 17 13 
冒

人 人 人
認研
め究
るに

そ

11 6 5 
の

人 人 人

他

! 

表7|2

＾ 士．

昂-:f- 社
L'>-
云

体 生 人

認

20 26 14 め

る

認条
め件

2.5 25 25 るつ
き
で

圭印刃心

51 46 56 
め
な
し)

無

4 3 5 回

i ヽ

笠ロ

表
7

ー

1

受
精
卵
凍
結
保
存
の
認
否
（
％
）

が
あ
っ
た
。

婦
が
望
ん
で
い
る
時
に
限
る
、
夫
が
ガ
ン
の
末
期
患
者
で
そ
の
時
子
供
が

い
ず
、
夫
婦
と
も
子
供
を
望
む
と
き
、
妊
娠
に
失
敗
し
た
と
き
の
次
の
妊

娠
に
備
え
る
と
き
、
に
認
め
る
と
い
う
意
見
が
あ
り
、
学
生
（
六
人
）
か

ら
は
、
夫
の
死
亡
の
可
能
性
が
高
い
（
た
と
え
ば
戦
地
に
赴
く
）
と
き
認

め
る
、
研
究
内
容
を
公
開
す
る
義
務
を
課
し
た
上
で
認
め
る
と
い
う
意
見

条
件
の
内
容
（
重
複
回
答
を
認
め
る
）

一
九
四

12--3 -528 (香法'92)



生命倫理に関する意識調背（第二回）（一上田）

A "-fこ 学 悶
体 生 人

知
ー）

46 :n 59 て
し)

る

知

49 64 35 
ら
な
し)

無

5 5 6 [ri] 

答

し
た
者
が
い
た
。

⑥
学
校
で
の
性
教
育
の
あ
り
方
に
対
す
る
意
見

一
九
五

の
分
布
状
況
は
、
知
っ
て
い
る
者

7
9
%、
知
ら
な
い
者
21
％
で
あ
っ
た
）
。

「
経
済
的
理
由
に
よ
る
中
絶
を
認
め
る
べ
き
で
な
い
」
と
い
う
意
見
に
は
、

優
生
保
護
法
の
認
識
（
％
）

（
昨
年
の
全
体

学
校
で
の
現
在
の
性
教
育
は
適
当
で
あ
る
と
思
う
か
ど
う
か
と
い
う
質

問
に
対
す
る
回
答
は
、
表

9
の
と
お
り
で
あ
る
。
昨
年
の
全
体
の
分
布
状

況
は
、

26
％
と

74
％
で
あ
っ
た
。
社
会
人
の
相
当
数
に
、
教
育
を
受
け
た

こ
と
が
な
い
か
簡
単
な
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
無
回
答
や
推
定
し
て
回
答

表
8
|
1

た）。
約
三
分
の
二
が
反
対
し
て
い
る
（
昨
年
も
全
体
の

69
％
が
反
対
で
あ
っ

由
は
大
ま
か
に
知
っ
て
い
る
と
す
る
者
が
大
多
数
で
あ
る

二
分
の

1

一
が
知
ら
な
い
の
は
気
懸
り
で
あ
る
。

知
っ
て
い
る
者
も
中
絶
事

れ
て
い
る

（
昨
年
の
全
体
の
分
布
状
況
は
、

51％と49％）が、学生の

全 ,,.,,, 子 社
会

体 生 人

賛

30 28 32 

成

反

63 67 59 

対

無

7 5 ， 回

答

侵
生
保
護
法
を
知
っ
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、

ほ
ぼ
半
数
に
分
か

表
8
|
3

経
済
的
理
由
に
よ
る
中
絶
を
認
め
な
い
と
い
う
意
見
の
賛
否

ヽ

|

l

 

ヽ

8
|
2
 
8
|
3
の
と
お
り
で
あ
る
。

人
工
妊
娠
中
絶
の
認
否

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
優
生
保
護
法
の
存
在
と
内
容
を
知
っ
て
い

る
か
否
か
、
知
っ
て
い
る
場
合
人
工
妊
娠
中
絶
が
認
め
ら
れ
る
事
由
を
知

っ
て
い
る
か
否
か
、
「
経
済
的
理
由
に
よ
る
中
絶
を
認
め
る
べ
き
で
な
い
」という意見に賛成か否か、を順次質問した。その回答は、表8

全 A'-', う子 社
会

体 生 人

1E 
確
しこ

8 ， 8 知l
-_, 
て
し)

る

大
体
知

8:1 78 87 -y 

て
し)

る

知， 13 5 
ら
な
し)

⑤
 

表
8

ー

2

中
絶
承
認
事
由
の
認
識
（
％
）
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尊
厳
、
男
女
の
性
、
妊
娠
・
出
産
、
避
妊
方
法
、

ビ
デ
オ
・
写
真
・
模
型
な
ど
も
使
っ
て
行
う
）

べ
き
で
あ
る
、
③
教
師
の

エ
イ
ズ
な
ど
に
つ
い
て
、

状
況
で
あ
り
、
年
齢
・
枇
代
で
差
が
生
じ
始
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

ま

現
実
的
に
生
徒
の
関
心
に
応
じ
た
内
容
を
教
え
る

（
た
と
え
ば
、
生
命
の

低
学
年
か
ら
始
め
る
べ
き
で
あ
る
、
②
年
齢
・
学
年
に
応
じ
て
段
階
的
に

教
え
る
の
が
よ
い
、
③
教
え
る
内
容
・
教
え
方
は
、
正
確
・
詳
細
に
男
女

エ
イ
ズ
や
性
病
と
そ
の

f
防
、
性
交
な
ど
を
教
え
る
の
が
よ
い
、

④
家
庭
で
日
常
会
話
と
し
て
話
せ
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
が
必
要
、
⑤
マ

ス
コ
ミ
の
無
責
任
な
性
に
関
す
る
記
事
の
自
粛
を
望
み
た
い
、

と
い
う
意

見
が
多
数
あ
っ
た
。
早
期
か
ら
正
確
に
と
い
う
多
く
の
意
見
が
あ
る
一
方
、

現
在
の
学
校
教
育
に
対
し
て
は
不
満
と
い
う
指
摘
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
学

生
か
ら
も
①
早
期
（
幼
児
期
、
小
学
校
か
ら
と
い
う
意
見
が
多
い
が
、
中

学
校
か
ら
と
い
う
意
見
も
あ
る
）
か
ら
教
え
る
べ
き
で
あ
る
、
②
具
体
的
・

を
質
問
し
た
ら
、
表
10
の
と
お
り
の
回
答
を
得
た

の
性
、

（
昨
年
の
全
体
の
分
布

ま
ず
、
人
の
死
を
ど
の
段
階
で
認
め
る
か
、

す
な
わ
ち
、
従
来
の
三
徴

①
 

か
、
献
体
の
意
思
が
あ
る
か
の
四
点
に
つ
い
て
質
間
し
た
。

二
六
人
、
学
生
八
八
人
）
。
社
会
人
か
ら
は
、
①
教
え
る
時
期
は
低
年
齢
、

物
状
態
の
区
別
が
で
き
る
か
、

安
楽
死
に
つ
い
て
ど
の
程
度
認
識
が
あ
る

由
に
記
述
し
て
貰
っ
た
と
こ
ろ
、

次
の
よ
う
な
紅
見
が
あ
っ
た

（
社
会
人

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

死
の
判
定
時
を
い
つ
と
考
え
る
か
、
脳
死
と
植

適
判
で
な
い
と
い
う
阿
答
者
に
、

ど
の
よ
う
な
点
を
改
陪
す
べ
き
か
自

（五）

人の「死」に関する意見（質問5、問34から問39まで）

＾ .+. 

,>-fU, - 社
会

体 生 人

適
,ニJl" 

41 34 48 で
あ
る

適
: ,c1-3 , 

48 6:3 34 て‘
な
し、

佃’‘‘ 

11 3 18 回

答

た
、
学
校
教
育
へ
の
不
満
も
多
く
あ
っ
た
。
多
数
の
具
体
的
意
見
が
表
明

表
，

学
校
で
の
性
教
育
の
適
否
（
％
）

す
る
雰
囲
気
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
、

資
質
が
問
題
で
あ
る
、
④
興
味
本
位
に
終
わ
ら
せ
ず
、
か
つ
軽
は
ず
み
な

性
行
為
に
対
す
る
責
任
も
教
え
る
必
要
が
あ
る
、
⑤
性
教
育
を
タ
ブ
ー
視

と
い
う
意
見
が
多
数
あ
っ
た
。
ま

さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
関
心
の
古
阿
さ
を
ぷ
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

死
の
判
定
・
概
念

候
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
心
臓
死
の
時
と
考
え
る
か
、
脳
死
の
時
と
考
え
る
か

状
況
は
、
そ
れ
ぞ
れ
27
％
と

73
％
で
あ
っ
た
）
。
ま
た
、
脳
死
と
植
物
状
態

の
区
別
が
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
質
問
に
対
し
て
は
、
表
11
の
よ
う
な

回
答
結
果
を
得
た
（
昨
年
の
全
体
の
分
布
状
況
は
、
そ
れ
ぞ
れ
56
％
と
47

％
で
あ
っ
た
）
。
死
の
判
定
時
を
脳
死
時
と
考
え
る
者
が
学
生
に
多
く
、
反

対
の
意
見
と
の
比
が
、
お
お
よ
そ
社
会
人
と
学
生
で
は
逆
に
な
る
と
い
う

た
、
脳
死
と
植
物
状
態
と
の
区
別
が
で
き
る
者
の
割
合
も
、
学
生
の
方
が

一
九
六
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生命倫理に関する意識調任（第二[n]) (土田）

楽
死
概
念
の
区
別
の
可
否
は

25
％
と
冗
％
、

日
本
作
厳
死
協
会
の
知
・
不

一
九
七

分
布
状
況
は
、

安
楽
死
の
認
否
に
つ
い
て
は
、

昨
年
も
8
4
％
と

16
％
、
安

に
対
し
て
は
、

表

14
の
と
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ

M
答
を
得
た
。
紅
見
全
体
の

次
に
、
安
楽
死
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
安
楽
死
を
認
め
る
べ
き
だ
と
思

う
か
ど
う
か
と
い
う
質
間
に
対
し
て
は
、
表

12
、
積
極
的
安
楽
死
と
泊
極

的
安
楽
死
の
区
別
が
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
竹
間
に
対
し
て
は
、
表
13
、

日本咋厳死協会の存在及びその活動を知っているかという質間

全 A-f立立・， 社
会

体 生 人

＇ 

知
-) 

14 19 ， て
し)

る

知

85 80 89 
ら
な
し)

佃’‘‘ 

'1 1 2 [i1] 

I 
答

表

14

日
本
尊
厳
死
協
会
の
認
識
（
％
）

②安楽死について

全 だf立・， 
ネ会t 

体 生 人

で

:34 47 21 き

る

で

63 53 72 
き
な
\~ 

i 

佃'" 

:i （） 7 ［口l

答

＾ -t-. 

~--f½ • 
悶

体 生 人

区
別

22 28 16 で
き
る

区
別

75 72 78 
で
き
な
し)

無

3 （） 6 回

笠ロ

表
13

安
楽
死
概
念
の
認
識
（
％
）

表11脳死・植物状態の区別（％）

全 ,~ r 立，

悶
体 生 人

認

83 90 76 め

る

認

14 ， 19 
め
な
し)

無

3 1 5 回

笈r., 

ヘ+. ヽ~fゞら・ 

甚
体 :'t 人

J心
臓

47 :38 56 死
OJ 
時

脳

49 61 37 死
0) 

時

4'! 1 

I 佃’‘‘ 

7 ir1J 

答

表
12

安
楽
死
の
認
否
（
％
）

し
た
う
え
で
の
こ
と
か
は
判
然
と
し
な
い
。

の
概
念
や
認
め
る
た
め
の
要
件
、
社
会
の
動
き
に
つ
い
て
ど
の
程
度
理
解

表

10

な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

多
く
社
会
人
の
二
倍
以
卜
で
あ
り
、
情
報
堪
、
関
心
度
が
若
い
人
に
多
く

死
の
判
定
基
準
時
(
%
)

知
は

10
％
と

90
％
で
あ
っ
た
。

よ
く
似
た
意
見
分
布
で
あ
る
が
、
社
会
人

に
は
消
極
意
見
（
そ
れ
ぞ
れ
「
認
め
な
い
」
「
区
別
で
き
な
い
」
「
知
ら
な

い
」
と
い
う
意
見
）
が
多
い
。
安
楽
死
肯
定
意
見
は
多
数
で
あ
る
が
、

そ

12 -3・-531 (香法'92)



は
、
表
の
順
に

6
%、
8
何
4
0
 

46
％
で
あ
っ
た
。
今
回
は
消
極
意
見
が
減

日
本
の
臓
器
移
植
の
現
状
評
価
に
つ
い
て
、
昨
年
の
全
体
の
分
布
状
況

し
表
22
の
と
お
り
で
あ
る
。

シ
ス
テ
ム
、
費
用
、
意
識
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要

方
、
臓
器
の
提
供
を
ど
こ
に
求
め
る
か
、
手
術
の
実
施
に
中
ー
た
り
大
学
内

の
倫
理
委
員
会
の
承
認
を
得
る
と
い
う
現
状
に
つ
い
て
の
受
け
止
め
方
、

手
術
の
費
用
は
誰
が
負
担
す
べ
き
か
、
臓
器
提
供
の
意
思
の
有
無
、
臓
器

移
植
を
推
進
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な
条
件
整
備
が
必
要
か
、
今
後
の
方
向

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、

の
七
点
を
質
間
し
た
。
日
答
結
果
は
、
表
16
な
い

多
数
で
あ
る
一
方
、
自
己
の
臓
器
の
提
供
の
意
思
が
あ
る
と
す
る
者
は
ま

昨
年
の
調
査
項
目
に
は
な
か
っ
た
が
、
臓
器
提
供
の
意
思
が
あ
る
か
ど

う
か
質
問
し
た
と
こ
ろ
、

だ
少
数
で
あ
る
。
技
術
、

そ
の
結
果
は
表
20
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
表
17

と
関
連
づ
け
て
み
る
と
、
臓
器
の
提
供
は
幅
広
く
認
め
る
と
い
う
意
見
が

因
が
絡
む
こ
と
な
の
で
簡
単
に
決
断
で
き
な
い
も
の
だ
と
思
う
。

で
、
今
回
の
調
杏
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

臓
器
移
植
に
関
す
る
日
本
の
現
状
の
受
け
止
め

（六）

「
臓
器
移
植
」
に
関
す
る
意
見
（
質
問
6
・
問
40
か
ら
問

46
ま
で
）

移
植
手
術
の
費
用
は
誰
が
負
担
す
べ
き
だ
と
思
う
か
に
つ
い
て
、
昨
年

の
全
体
の
分
布
状
況
も
、
表
の
順
に
、

1
5
%
、
1
0
%
、
75
％
で
あ
っ
た
の

う意見が両年とも多数である。

全 学 ~ 
体 生 人

あ

20 26 15 

る

な

78 74 81 

し)

無

2 （） 4 l口］

答

手
術
の
実
施
に
あ
た
り
大
学
内
の
倫
理
委
員
会
が
承
認
を
す
る
と
い
う

現
状
に
つ
い
て
、

そ
れ
で
よ
い
と
す
る
意
見
が

39
％
で
昨
年
と
同
じ
で
あ

る
が
、
医
師
以
外
の
者
が
参
加
す
る
機
関
が
承
認
を
与
え
る
べ
き
だ
と
い

考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

表
15

③

献

体

の

意

思

献
体
の
意
思
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
質
間
に
対
し
て
は
、
表

15
の
よ

う
な
結
果
を
得
た
。
昨
年
の
令
体
の
分
布
状
況
は
、

34
％
と

6
6
%
で
あ
っ

た
。
動
機
づ
け
が
何
で
あ
る
か
は
質
間
し
て
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
。

献
体
の
意
思
の
有
無
（
％
）

っ
て
い
る
が
、
好
ま
し
い
と
す
る
意
見
は
、
両
年
と
も

6
％
と
低
い
。
移

植
す
る
臓
器
の
提
供
を
ど
こ
に
求
め
る
か
に
つ
い
て
、
昨
年
の
調
査
で
は
、

脳
死
体
か
ら
と
い
う
意
見
が

3
7
%
、
脳
死
体
で
も
生
体
で
も
よ
い
と
い
う

意
見
が

63
％
で
あ
っ
た
が
、
無
回
答
者
が

4
％
相
喝
あ
っ
た
の
で
、
今
年

は
心
臓
死
体
か
ら
と
い
う
項
目
を
立
て
た
と
こ
ろ
、
表
17
の
よ
う
に

3
0
%

が
そ
の
意
見
で
あ
っ
た
。
多
数
意
見
は
、
心
臓
死
体
に
こ
だ
わ
ら
な
い
と

一
九
八
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生命倫理に関する意識調在（第二回）（土田）

全 ,,.,,, 1子

悶
体 生 人

現
状

39 39 39 で
よ
し、

よ参師医
る加
べす以

54 58 50 きる外

渭の
あ者
るにが

無

7 3 11 回

答

全 ＇-とj'以-， 

悶
体 生 人

好

6 7 6 
ま
し
し)

いど
えち

64 54 74 なら
いと

も

如C

圭

28 39 17 し
＜ 
な
し)

無

2 （） :{ 回

答

一
九
九

表
1
8

移
植
す
る
臓
器
の
提
供
元
（
％
）

倫理委員会の承認（％）

全 、-山Cf-今

悶
体 生 人

脳
死

27 33 20 体
か
ら

い脳
ず死

36 39 34 れ体
も生
可体

心ヽ
/li絨

30 28 33 タE
1本
力‘
ら

無

7 

゜
13 [nl 

答

そ
こ
で
、
臓
器
移
植
を
推
進
す
る
の
に
は
ど
の
よ
う
な
条
件
整
備
が
必

要
か
、
重
複
回
答
も
よ
い
と
し
て
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
表
21
の
よ
う
な
結

果
を
得
た
。
昨
年
挙
げ
な
か
っ
た
「
法
令
の
制
定
」
を
除
い
て
、
今
回
の

全
体
の
分
布
状
況
を
意
見
の
多
い
順
に
並
べ
昨
年
の
順
位
と
比
較
し
て
み

る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
（
括
弧
内
は
昨
年
の
順
位
）
゜
①
「
医
療
技
術
の

向
上
」
（
一
位
）
‘
②
「
費
用
支
払
の
た
め
の
基
金
等
の
設
立
」
（
三
位
）
、

③
「
患
者
側
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・
人
権
の
保
護
」
（
四
位
）
‘
④
「
実
施
を

決
定
す
る
公
的
・
法
的
機
関
の
設
置
」
（
五
位
）
‘
⑤
「
移
植
の
必
要
性
・

緊
急
性
の
認
定
基
準
作
り
」
（
二
位
）
‘
⑥
「
患
者
側
と
医
師
・
医
療
機
関

と
の
信
頼
の
確
立
」
（
六
位
）
‘
⑦
「
デ
ー
タ
バ
ン
ク
作
り
」
（
七
位
）
、
⑧

表＂

全 逆+ 社
会

体 生 人

あ

16 21 11 

る

分
か

48 52 45 ら
な
し）

な

34 26 42 

し)

無

2 1 2 回

答

表

20

臓器提供の意思の有無（％）

全 ¢'-4 -r- 悶
体 生 人

患
者

12 11 13 ． 
家
族

大
邑—子ム

15 ， 21 ． 
病
院

悶
72 80 63 雙

詠

無’‘‘ 

1 

゜
3 回

笠口

表
16

日
本
の
臓
器
移
植
の
現
状
評
価
（
％
）

表
19

手
術
の
費
用
負
担
者
(
%
)
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表
2
1
臓
器
移
植
推
進
に
必
要
な
条
件
（
爪
複
刊
答
を
認
め
る

あ
る
。

事
項
が
卜
位
に
あ
り
、

そ
れ
に
関
心
が
怖
い
と
い
う
こ
と
が
い
え
そ
う
で

順
位
決
定
の
公
平
な
駐
準
作
り
」
（
九
位
）
の
順
で
あ
る
。
結
局
多
面
的
な

条
件
整
備
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
患
者
側
に
係
わ
り
の
深
い

「
実
施
nJ
能
な
病
院
の
拡
大
」

（八位）‘⑨「法令の制定」、⑩「実施

全 ,子"ら→ 社
/;.. 

ユベ
体 生 人

✓ゞfii

19 23 15 
汀り
あに
るfi

う

つさ条
てれ件

70 66 75 もれが
よば満
しヽ 行た

で行

5 5 5 
なう
ししべ

き

無

6 6 5 ［口l

答

表
22

条
件
の
整
備
の
ロ
~
さ
と
充
実
度
い
か
ん
が
国
民
の
支
持
を
か
れ
す
る
こ
と

臓
器
移
植
の
今
後
の
あ
り
方
（
％
）

に
な
る
よ
う
で
あ
る
。

分
布
状
況
は
、

表
の
順
に
、

6
何
2
0
 
冗
％
、

2
％
で
あ
っ
た
。

や
は
り
諸

提
ホ
し
た
条
件
以
外
の
そ
の
他
の
意
見
と
し
て
、
社
会
人
か
ら
は
、
①

個
人
の
生
前
の
意
思
・
近
親
者
の
意
思
の
確
認
が
必
要
で
あ
る
、
②
移
柏

及
び
脳
死
に
つ
い
て
の
啓
蒙
活
動
と
国
民
（
社
会
）

る
、
③
臓
器
移
植
を
行
い
た
く
な
い
人
の
意
思
を
保
即
す
べ
き
で
あ
る
、

④
臓
器
移
植
を
推
進
す
べ
き
で
な
い
と
い
う
意
見
、
学
生
か
ら
は
、
社
会

的
に
あ
る
程
度
承
認
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
出
述
さ

日
本
で
の
臓
器
移
柏
の
今
後
は
ど
う
あ
る
べ
き
だ
と
忠
う
か
と
い
う
質

間
に
対
し
て
の
日
答
結
果
は
、
表
22
の
と
お
り
で
あ
る
。
昨
年
の
全
体
の

れ
て
い
た
。

の
合
意
が
必
要
で
あ

二

0
0

12--3~534 (香法'92)



生命倫理に関する怠識調査（第て［口］）（上田）

登
録
を
す
べ
き
だ
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。

柏
を
受
け
る
者
の
家
放
は
、

似
学
へ
の
貞
献
と
し
て
デ
ー
タ
バ
ン
ク
ヘ
の

は
な
し、

ヵヽ
ヽ

⑦
人
じ
臓
器
の
開
発
、
自
己
臓
器
の
増
殖
再
生
芥
の
開
発
へ

名
の
詞
答
者
）
、
②
早
い
時
期
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
の
教
有
が
必
要
で

ま
ま
に
任
せ
る
の
が
よ
く
、
人
為
的
な
治
療
行
為
は
不
必
要
で
あ
る

あ
る
、
③
イ
エ
ス
・
ノ
ー
で
答
え
た
く
な
い
、
④
患
者
の
意
思
・
権
利
を

も
っ
と
論
ず
べ
き
で
あ
る
、
⑤
各
層
か
ら
の
意
見
を
反
映
し
て
検
討
を
進

め
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。
「
臓
器
移
柏
」
に
関
し
て
は
、

①
積
極
的
に
行
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
怠
見
が
あ
る
／
り
、
②
移
柏
を
行

う
条
件
を
絞
る
べ
き
で
あ
る
、
③
個
人
の
意
思
を
咋
屯
し
て
行
う
べ
き
で

あ
る
、
④
実
施
の
た
め
の
条
件
弊
備
が
必
要
で
あ
る
、
と
い
う
条
件
つ
き

狩
成
の
意
見
、
⑤

f
術
後
の
成
果
の
公
表
を
き
ち
ん
と
行
う
べ
き
で
あ
る
、

⑥
臓
器
移
植
は
治
療
法
と
し
て
必
ず
し
も
成
功
と
は
評
価
で
き
な
い
の
で

の
総
合
的
援
助
を
進
め
る
べ
き
だ
と
い
う
泊
枠
怠
見
も
あ
り
、
⑧
臓
器
移

「
生
命
倫
理
に
関
す
る
間
題
へ
の
対
応
の
仕
方
L

に
つ
い
て
、

①
自
然
の

fl会
人
(

.

q

．
人
）
か
ら
い
意
見
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
り

が
寄
せ
ら
れ
た
。

が
あ
る
人
に
、

自
由
に
出
述
し
て
買
っ
た
と
こ
ろ
、

以
ド
の
よ
う
な
意
見

上
記
質
間
以
外
に
、

（七）

生
命
倫
理
に
閲
し
て
感
じ
て
い
る
問
題
点
や
意
見

そ

の

他

（

問

47)

二

0

学
生
（
二
ニ
人
）
か
ら
の
意
見
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。
「
生

命
倫
理
に
関
す
る
間
題
へ
の
対
応
の
仕
方
」
に
つ
い
て
、
①
医
学
の
進
歩

と
い
う
名
で
体
外
受
精
や
臓
器
移
植
を
行
っ
て
ほ
し
く
な
い

答
者
）
、
②
自
然
の
ま
ま
に
任
せ
る
の
が
よ
く
、
必
要
以

t
に
手
を
加
え
て

人

r的
な
も
の
に
し
て
ほ
し
く
な
い
、
③
人
間
は
生
命
倫
理
の
間
類
に
LIL

人
る
べ
き
で
は
な
い
し
、
払
で
判
断
す
る
こ
と
も
考
え
る
べ
き
で
な
い
、

④
仄
療
技
術
の
発
展
は
抑
制
す
べ
き
で
あ
る
、
⑤
医
師
の
倫
理
教
育
が
必

要
で
あ
る
、
⑥
正
し
い
か
ど
う
か
と
い
う
断
定
を
せ
ず
柔
軟
に
対
応
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
⑦
生
命
の
爪
要
さ
を
現
代
の
杓
者
に
教
え
る
べ
き

で
あ
る
、
⑧
公
正
な
意
見
伝
達
と
朕
師
と
一
般
人
と
の
交
流
が
不
足
し
て

い
る
、
⑨
押
し
つ
け
的
診
療
を
改
め
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
意
見
が
あ

っ
た
。
「
脳
死
も
し
く
は
人
の
死
」
に
関
し
て
は
、
①
脳
死
を
一
般
的
か
つ

正
確
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
②
脳
死
論
議
は
無
意
味
で
あ

る
、
③
死
ぬ
権
利
も
認
め
る
べ
き
で
あ
る
、
④
作
厳
死
協
会
の
リ
ビ
ン
グ

ウ
ィ
ル
運
動
は
積
極
的
に
行
う
べ
き
で
あ
る
、

と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

「
臓
器
移
植
」
に
関
し
て
は
、
①
積
極
的
に
行
う
べ
き
で
あ
る

回
答
者
）
、
②
本
人
か
家
族
の
同
意
が
あ
れ
ば
移
植
を
進
め
た
ら
よ
い
、
③

社
会
全
体
の
条
件
整
備
が
必
要
で
あ
る
、
④
実
験
だ
け
の
目
的
で
進
め
ら

れ
な
い
よ
う
臓
器
を
提
供
す
る
側
、
受
け
る
側
、
移
植
を
行
う
側
の
責
任

を
確
立
す
べ
き
で
あ
る
、
⑤
公
平
な
実
施
順
位
の
決
定
な
ど
期
待
で
き
な

い
、
⑥
臓
器
移
植
に
反
対
で
あ
る
、
⑦
提
供
す
る
こ
と
が
社
会
的
に
怖
制

（
二
名
の

（
二
名
の
阿

12 .. 3・535 (香法'92)



続
け
た
い
と
思
う
。

件
つ
き
賛
成
意
見
の
条
件
の
整
備
）

る
こ
と
、

な
ど
で
あ
る
。
今
後
の
動
向
に
注
目
を
し
て
、
観
察
と
考
察
を

に
対
応
し
た
反
応
を
す
る
必
要
が
あ

国
民
を
啓
発
し
、
不
安
（
特
に
「
生
」
へ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）
や
希
甲
（
条

10 9

患
者
の
権
利
宣
言

8
 l

（
正
確
に
知
っ
て
い
る
）

7

ア
イ
バ
ン
ク

む
こ
よ
、

1
1
,
t
 

6

代
理
母

5

ピ
ル

調
査
か
ら
見
た
学
生
の
生
命
倫
理
観
」

の

「
ま
と
め
」
に
の
べ
た
と
こ
ろ

今
回
の
調
在
は
、
社
会
人
の
意
識
が
ど
う
な
の
か
、
年
齢
、
家
族
関
係
、

教
育
・
職
業
じ
の
経
験
の
芹
に
よ
っ
て
学
生
の
意
識
と
ど
う
違
う
の
か
、

昨
年
の
調
在
結
果
と
比
較
し
て
み
て
差
が
あ
る
の
か
、

を
探
る
こ
と
を
意

図
し
た
。
全
体
の
印
象
と
し
て
は
、
前
日
調
府
を
ま
と
め
た
別
稿
「
意
識

と
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
が
、
若
干
の
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
知

識
の
正
確
さ
、
息
見
の
積
極
さ
は
経
験
よ
り
も
各
人
の
関
心
度
に
左
布
さ

れ
る
ら
し
い
こ
と
、
杯
学
界
の
意
見
や
動
ぎ
と
調
究
対
象
者
の
意
見
や
反

ま
だ
相
酋
落
差
が
あ
る
こ
と
、
医
学
界
や
報
道
機
関
が
も
っ
と

「
質
問
書
」

あ
な
た
の
年
齢

あ
な
た
の
所
属

（
事
務
部
）

「
次
の
言
葉
」
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
知
っ
て
い
る

1
（
正
確
に
知
っ
て
い
る
）

l
（
正
確
に
知
っ
て
い
る
）

1
（
正
確
に
知
っ
て
い
る
）

尊
厳
死

l
（
正
確
に
知
っ
て
い
る
）

1
（
正
確
に
知
っ
て
い
る
）

l
（
正
確
に
知
っ
て
い
る
）

2
（
大
体
知
っ
て
い
る
）

2
（
大
体
知
っ
て
い
る
）

2
（
大
体
知
っ
て
い
る
）

2
（
大
体
知
っ
て
い
る
）

2
（
大
体
知
っ
て
い
る
）

2
（
大
体
知
っ
て
い
る
）

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト

2
（
大
体
知
っ
て
い
る
）

4

A

I

D

 

場
合
は
ど
の
程
度
知
っ
て
い
る
か
お
答
え
卜
さ
い
。

質
問
2

3
 

2
 
（
法
学
部
1
年）

2

あ
な
た
の
性
別
ー

（男）

2
 
（女）

四

ま

と

め

ー

｝
歳

質
問
1

「
あ
な
た
自
身
」
に
つ
い
て
お
答
え
ド
さ
い
。

さ
れ
な
い
か
不
安
で
あ
る
、

と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

附
録

3
（
知
ら
な
い
）

3
（
知
ら
な
い
）

3
（
知
ら
な
い
）

3
（
知
ら
な
い
）

3
（
知
ら
な
い
）

3
（
知
ら
な
い
）

3
（
知
ら
な
い
）

―1
0
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生命倫理に関する意識調在（第二回）（上田）

17 

~lこ）

3
 

2
 

ー

こ
れ
ま
で
人
院
の
経
験
が
あ
り
ま
す
か
。

二

0
三

22

り
体
外
受
精
に
つ
い
て
思
っ
て
い
る
こ
と
を
お
答
え
ド
さ
い
。

（
受
け
取
っ
て
い
な
い
）

4
 
（
産
声
を
あ
げ
た
と
き
）

（
請
求
し
な
い
が
出
さ
れ
れ
ば
受
け
取
る
）

3
 

（
必
ず
謂
求
し
て
受
け
取
る
）

2
 
（
母
体
か
ら
一
部
露
出
し
た
と
き
）

（
母
体
か
ら
全
部
露
出
し
た
と
き
）

16

り
領
収
書
は
受
け
取
っ
て
い
ま
す
か
。

ー

（
陣
痛
が
始
ま
っ
た
と
き
）

用
を
や
め
る
）

21

け
人
の
出
生
は
分
娩
過
程
の
ど
の
段
階
だ
と
思
い
ま
す
か
。

2
 

（
い
つ
も
医
師
の
支
持
通
り
服
用
す
る
）

（
薬
が
残
っ
て
い
て
も
症
状
が
よ
く
な
れ
ば
自
分
の
判
断
で
服

≫

O

 

し

ー

質
問

4

（
少
し
不
満
）

（
大
体
満
足
）

人
の
「
出
生
」
に
関
す
る
下
記
の
こ
と
に
つ
い
て
お
答
え
下
さ

15

り
薬
の
服
用
は
い
つ
も
ど
の
程
度
続
け
ま
す
か
。

3
 

4
 （
不
満
）

3
 （
説
明
を
受
け
な
か
っ
た
）

ー

（
満
足
）

2
 

ー

（
卜
分
説
明
を
受
け
た
）

2
 （
少
し
説
明
を
受
け
た
）

ま
し
た
か
。

け
ま
し
た
か
。

20

田
医
師
・
看
護
婦
・
職
員
等
の
態
度
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
感
じ

14

口
症
状
、
注
射
、
投
薬
に
つ
い
て
医
師
か
ら
ど
の
程
度
説
明
を
受

3
 
（
説
明
を
受
け
て
い
な
い
）

こ
れ
ま
で
診
察
・
治
療
を
受
け
た
際
、

（
十
分
説
明
を
受
け
た
）

2
 
（
大
体
説
明
を
受
け
た
）

質
問
3

「
あ
な
た
の
経
験
」
に
つ
い
て
お
答
え
ド
さ
い
。

明
を
受
け
ま
し
た
か
。

脳
死
臨
調

l
（
正
確
に
知
っ
て
い
る
）

2
（
大
体
知
っ
て
い
る
）

3
（
知
ら
な
い
）

19 

13 

入
院
や
手
術
の
経
験
の
あ
る
人
の
み
お
答
え
下
さ
い
。

,＇， 切

そ
の
必
要
性
・
方
法
・
効
果
・
期
間
等
に
つ
い
て
ど
の
程
度
説

l
（
正
確
に
知
っ
て
い
る
）

2
（
大
体
知
っ
て
い
る
）

3
（
知
ら
な
い
）

ー

（
あ
る
）

2
 
（
な
い
）

12 

ド
ナ
I 

18 

（オ）

こ
れ
ま
で
手
術
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

l
（
正
確
に
知
っ
て
い
る
）

11

ホ
ス
ピ
ス

2
（
大
体
知
っ
て
い
る
）

3
（
知
ら
な
い
）

2
 
（
怪
我
で
人
院
し
た
こ
と
が
あ
る
）

ー

（
病
気
で
入
院
し
た
こ
と
が
あ
る
）

3
 
（
な
い
）
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日
は
屯
複
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

（
正
確
に
知
っ
て
い
る
）

2
 
（
大
体
知
っ
て
い
る
）

そ
の
条
件
と
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
杓
え
て
い
ま
す
か
。
阿
答
項

人
工
妊
娠
中
絶
が
認
め
ら
れ
る
事
由
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

2
5
2
4
で
2
と
答
え
た
人
の
み
に
質
間
し
ま
す
。

2
9
2
8
で
ー
と
答
え
た
人
に
質
問
し
ま
す
。

）
）
 

ヽ`

（
認
め
な
い
）

り
7

ヘ

l
'
2
 

↓
 

~
 

2
 
（
知
ら
な
い
）
↓
問
川
へ

2

一
条
件
付
で
認
め
る
）

川
6

ヘ

ー

2

↓
 

ー

（
知
っ
て
い
る
）
↓
間
30
ヘ

ー

（
認
め
る
）
↓
問
27
ヘ

悛
生
保
護
法
の
存
在
と
内
容
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

24

り
男
女
産
み
分
け
を
認
め
ま
す
か
。

28

印
人
工
妊
娠
中
絶
に
つ
い
て
お
答
え
ド
さ
い
。

7
 
（
そ
の
他
。
ご
自
由
に
お
内
き
ド
さ
い
。
）

つJ

（
そ
の
他
。
ご
自
由
に
お
内
ぎ
下
さ
い
。
）

6
 
（
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ヘ
の
侵
屯
ぃ
防
止
策
を
溝
ず
る
）

2

（
学
術
研
究
に
限
り
認
め
る
）

L
J
 

（
大
婦
以
外
の
第
：
こ
者
の
精

f
や
卵

f
と
の
受
精
は
梵
止
す
る

ー

（
期
間
を
制
限
す
る
）

る）

日
は
屯
複
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

4
 
（
受
精
卵
の
凍
結
保
存
や
他
の
研
究
目
的
へ
の
利
川
を
林
ぷ
化
す

そ
の
条
件
と
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
号
え
て
い
ま
す
か
。
阿
答
項

3
 
（
代
理
母
・
伯
り
腹
は
認
め
な
い
）

2
7
2
6
で
2
と
答
え
た
人
の
み
に
竹
問
し
ま
す
。

り／
J

（
訳
学
卜
の
出
坪
可
能
年
齢
ま
で
に
限
る
）

3

（
認
め
な
い

月
9

ヘ

日
2

↓
 

ー

（
払
律
卜
の
夫
婦
に
限
る
）

2
 
（
条
件
付
で
認
め
る
）
↓
間
28
へ

日
は
屯
複
し
て
も
か
よ
い
ま
せ
ん
。

そ
の
条
件
と
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
杓
え
て
い
ま
す
か
。
日
答
項

26

口
受
精
卵
の
凍
結
保
仔
を
認
め
ま
す
か
。

（
認
め
る
）
↓
間
29
へ

2
3
2
2
で
2
と
答
え
た
人
の
み
に
質
間
し
よ
す
。

4
 （
そ
の
他
。
ご
自
由
に
お
内
き
ド
さ
い
。
）

3
 
（
認
め
る
べ
き
で
な
い
）
↓
間
25
へ

3

（
男
女
の
人

ll
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
）

2
 
（
条
件
付
で
認
め
る
）
↓
間
24
ヘ

（
認
め
る
の
が
よ
い
）

5

ヘ

)
l
 

↓
附
f

ヽ

2
 
（
親
の
意
思
を
認
め
る
た
め
）

（
遺
伝
病
予
防
の
た
め
）

110
四
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生命倫理に関する意識調脊（第二回）（土田）

37

切
日
本
棺
厳
死
協
会
の
存
在
及
び
そ
の
活
動
内
容
を
知
っ
て
い
ま

2
 

（
で
き
る
）

（
大
学
・
病
院
な
ど
の
実
施
機
関
）

二

0
五

2
 
（
で
き
な
い
）

ー

（
患
者
や
そ
の
家
族
）

36

口
積
極
的
安
楽
死
と
消
極
的
安
楽
死
の
区
別
が
で
き
ま
す
か
。

42

因
手
術
の
費
用
は
誰
が
貨
担
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
か
。

（
認
め
る
べ
き
で
あ
る
）

2
 （
認
め
る
べ
き
で
な
い
）

2
 
（
医
師
以
外
の
者
が
参
加
す
る
機
関
が
行
う
べ
き
で
あ
る
）

35

り
安
楽
死
を
認
め
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
か
。

（
現
状
で
よ
い
）

（
で
き
る
）

2
 
（
で
き
な
い
）

る
と
い
う
現
状
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
。

34 

（イ）

脳
死
と
植
物
状
態
の
区
別
は
で
き
ま
す
か
。

41 

（ウ）

ッ]

（
脳
死
）

3
 

ー

（
心
臓
死
1
1

従
来
の

3
徴
候
に
よ
る
判
断
で
認
め
る
死
）

2
 

3
3
m

人
の
死
は
ど
の
段
階
で
認
め
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
か
。

（
脳
死
の
死
体
か
ら
）

（
脳
死
の
死
体
で
も
生
体
で
も
よ
い
）

（
心
臓
死
の
死
体
か
ら
）

手
術
の
実
施
に
つ
い
て
は
大
学
内
の
倫
理
委
員
会
の
承
認
を
得

質
問
5

人
の
「
死
」
に
関
す
る
下
記
の
こ
と
に
つ
い
て
お
答
え
下
さ
い
。

ま
す
か
。

（
ご
自
由
に
お
書
き
ド
さ
い
。
）

40

り
移
植
の
た
め
の
臓
器
の
提
供
は
ど
こ
に
求
め
た
ら
よ
い
と
思
い

ど
の
よ
う
な
点
を
改
善
す
べ
き
だ
と
田
心
い
ま
す
か
。

3
 
（
好
ま
し
く
な
い
）

3
2
3
1
で
2
と
答
え
た
人
に
質
間
し
ま
す
。

ー

（
好
ま
し
い
）

2
 
（
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
）

2
 
（
適
当
で
な
い
）
↓
間
33
ヘ

39

け
臓
器
移
植
に
関
す
る
日
本
の
現
状
を
ど
う
思
い
ま
す
か
。

適
崎
で
あ
る
）
↓
間
34
ヘ

、
~
。

し

31

学
校
で
の
現
在
の
性
教
育
は
適
％
で
あ
る
と
思
い
ま
す
か
。

質
問

6

ぶ
諏
器
移
植
」

に
関
す
る
ド
記
の
こ
と
に
つ
い
て
お
答
え
下
さ

ー

（
竹
成
）

2
 
（
反
対
）

（
あ
る
）

2
 
（
な
い
）

あ
り
ま
す
が
竹
成
で
す
か
。

38

匈
あ
な
た
は
献
体
を
す
る
意
思
は
あ
り
ま
す
か
。

30 

「
経
済
的
理
由
に
よ
る
中
絶
を
認
め
る
べ
き
で
な
い
」
と
い
う
意
見
が

3
 
（
知
ら
な
い
）

ー

（
知
っ
て
い
る
）

、。
す
カ

2
 （
知
ら
な
い
）
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3
 

2
 

ー か

゜（
行
う
べ
き
で
な
い
）

（
条
件
が
満
た
さ
れ
れ
ば
行
っ
て
も
よ
い
）

（
積
極
的
に
行
う
べ
き
で
あ
る
）

45

田
日
本
で
の
臓
器
移
植
の
今
後
は
ど
う
あ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す

11 

（
そ
の
他
。
ご
自
由
に
お
書
き
下
さ
い
。
）

10 

（
法
令
の
制
定
）

，
 

8
 

7
 
（
費
用
支
払
の
た
め
の
韮
金
等
の
設
立
）

6
 （
実
施
順
位
決
定
の
公
平
な
基
準
作
り
）

に
J

（
デ
ー
タ
バ
ン
ク
作
り
）

4
 

3
 （
実
施
を
決
定
す
る
公
的
・
法
的
機
関
の
設
附
）

（
移
植
の
必
要
性
・
緊
急
性
の
認
定
基
準
作
り
）

（
患
者
側
と
医
師
・
医
療
機
関
の
伍
頼
の
確
立
）

（
患
者
側
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・
人
権
の
保
護
）

2
 （
実
施
可
能
な
病
院
の
拡
大
）

（
医
療
技
術
の
向
上
）

と
思
い
ま
す
か
。
回
答
は
屯
複
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

44

伺
臓
器
移
植
を
推
進
す
る
の
に
ど
の
よ
う
な
条
件
整
備
が
必
要
だ

ー

（
あ
る
）

2
 
（
分
か
ら
な
い
）

3
 
（
な
い
）

4
3
切
あ
な
た
は
臓
器
提
供
の
意
思
は
あ
り
ま
す
か
。

の
他
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
自
由
に
お
書
き
下
さ
い
。

3
 
（
社
会
ー
健
康
保
険
組
合
等
）

46 

生
命
倫
理
に
関
し
て
上
記
の
質
問
以
外
に
思
っ
て
い
る
問
題
点
や
そ

二
0
六
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